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2023年2月20日，23日

三菱電機株式会社にて，石橋里美研究員が「ワーク
モチベーションをとらえる視点」，仲嶺真研究員が「心
理測定の基礎」の演題でそれぞれ講演を行った。

2023年3月15日

東京都墨田区教育委員会事務局すみだ教育研究所
主催「学習意欲を育むために：学習意欲測定尺度の
活用（墨田区学力向上新 3 か年計画（第２次）イ
_12 学習意欲に関する共同研究の成果に基づいた取
組」の中で，埴田健司研究員が「学習意欲に関わる
各心理的要素の年度間比較と学年による変化―平成
29 年度から令和 4 年度データを用いて」の演題で講
演（収録）を行った。

2023年3月29日

モチベーション研究第12号発行
投稿論文（査読あり）2本，フォーラム抄録1本を掲載した。

2023年4月（現在継続中）

「ももいくゼミ」（学校法人三幸学園が運営する，保育者
のためのオンライン学習サイト）における「モチベーショ
ンチェック」の開発協力を髙橋一公所長が担当した。

2023年6月14日，21日

モチベーション研究所令和 5（2023）年度定時総会
を実施した。2023 年度研究所体制ならびに収支予算
書を確認するとともに，2022 年度の活動報告として，
定期フォーラムの開催と「モチベーション研究」第 12
号発行について確認した。

2023年6月16日

千葉県流山市立新川小学校校内研修会にて，教員向
けに，小林寛子研究員が「内発的動機づけ―その育
成と評価―」と題して講師を務めた。

2023年6月28日

法務省矯正研修所からの依頼を受け，角山剛顧問，
髙橋一公所長，磯友輝子研究員が刑務作業への動機
づけに関して相談に応じた。

2023年8月10日～9月10日

日本教育心理学会第 65 回（2023 年）総会において，
1 件のポスター発表を行った。
小林寛子・磯友輝子「中学校における自己調整学習

法講座の実践―定期試験に向けた家庭学習のあり方
をテーマとして―」

2023年9月25日

東京都墨田区立立花吾嬬の森小学校にて，教員向け
に，磯友輝子研究員が「学習意欲に関わる心理的な
要素と周囲の大人（教員・保護者）の関わり」と題し
て講師を務めた。

2023年10月1日～

三菱電機株式会社との産学連携活動として，「データ
分析によるモチベーション推定」についてのコンサル
ティング契約が締結された。石橋里美研究員，仲嶺
真研究員がコンサルティング行うこととなった。

2024年1月15日

東京都墨田区立立花吾嬬の森小学校にて，磯友輝
子研究員，小林寛子研究員が小学校 4 年生向け講座

「目標の立て方と学習方法について考えよう」の第
1 回講師を務めた。

2024年1月21日

モチベーション研究所フォーラム第 19 回の一環とし
てシンポジウムを東京未来大学で開催した。

【シンポジウムテーマ】
「従業員のモチベーション，エンゲージメント向上に
向けて組織が取り組むべき課題」

【登壇者】
法政大学大学院政策創造研究科教授 石山恒貴氏

「日本のエンゲージメントはなぜ世界最低順位なのか
―ジョブ・クラフティングの視点で考える―」

株式会社リンクアンドモチベーション執行役員 
モチベーションエンジニアリング研究所
所長 大島崇氏

「人的資本経営とエンゲージメント〜企業価値向上と
働きがい向上の両立に向けて〜」

株式会社ニッペコ　キャリア支援室 室長 武田宏氏
「株式会社ニッペコのワークエンゲージメント向上へ
の取り組み」

2024年1月24日

東京都墨田区立立花吾嬬の森小学校にて，磯友輝
子研究員，小林寛子研究員が小学校 4 年生向け講座

「目標の立て方と学習方法について考えよう」の第
2 回講師を務めた。

モチベーション研究所の 2023 年からの活動を紹介します。活動報告




